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０
１
３
年
春
闘 

統
一
行
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健
和
会
労
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街
頭
署
名
宣
伝
行
動
に
１
６
０
人
が
参
加 
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４月２０日 

発行 

第７８号 

大
幅
増
員
」「
夜
勤
改
善
署
名
」 

４
８
３
筆
集
ま
る
！ 

 
 

健
和
会
労
働
組
合
は
１
３
春
闘

の
産
別
統
一
行
動
日
で
あ
る
３
月

１
４
日
（
木
）
に
、
小
倉
駅
・
戸
畑

駅
・
エ
ル
苅
田
前
の
３
ヶ
所
で
「
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た

め
の
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め

る
」
国
会
請
願
署
名
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
活
動
で
は
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
日
本
に
お
け
る
「
医
療
崩
壊
」

「
介
護
崩
壊
」
の
実
情
が
改
め
て
明

ら
か
と
な
り
、
そ
の
中
で
、
医
師
・

看
護
師
・
介
護
職
員
等
、
医
療
・
介

護
で
働
く
人
手
不
足
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
こ
と
や
、
日
本
の
看
護
師

の
数
が
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
圧
倒

的
に
少
な
い
現
実
と
、
看
護
労
働
の

過
酷
さ
か
ら
、
離
職
者
が
後
を
絶
た

な
い
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

寒
風
が
吹
く
中
、
全
体
と
し
て
約

１
６
０
名
の
組
合
員
が
行
動
に
参

加
し
奮
闘
し
ま
し
た
。
参
加
者
・
署

名
数
の
各
行
動
場
所
の
内
訳
は
、
小

倉
駅
１
１
４
人
・
３
０
５
筆
・
戸
畑

駅
３
８
人
・
１
０
０
筆
・
エ
ル
苅
田

１
２
人
・
７
８
筆
で
し
た
。 

 

大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署
名
に
つ

い
て
は
、
５
月
の
国
会
署
名
提
出
行

動
日
ま
で
、
引
き
続
き
集
約
を
し
て

い
き
ま
す
。 

郵
政
産
業
労
働
者 

ユ
ニ
オ
ン
（
旧
郵
産
労
） 

一
時
間
ス
ト
に
突
入 

然
と
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
き
ま

し
た
。 

 

組
合
の
枠
を
超
え
て
支
援 

 

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
援
す
る

た
め
に
、
北
九
州
地
区
労
連
、
連
合

全
国
一
般
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
、
北

九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
、
福
岡
県
労

連
、
門
司
地
区
労
な
ど
、
全
労
連
、

全
労
協
、
連
合
の
枠
を
超
え
た
、
３

０
人
を
超
え
る
労
働
者
が
駆
け
つ

け
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
労
働

者
を
激
励
し
ま
し
た
。 

県
内
で
は
、
医
労
連
、
民
放
労
連

K
B

C

労
組
、T

N
C

労
組
、
通
信
労

組
、
郵
産
労
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い

ま
し
た
。
要
求
提
出
と
回
答
の
引
き

出
し
は
昨
年
並
み
な
が
ら
、
回
答
は

額
・
率
、
ベ
ア
獲
得
組
合
数
と
も
に

前
年
を
上
回
る
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
。 

 

３
月
１
９
日
７
時
、
若
松
郵
便
局

前
で
、
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン

は
、
１
３
年
春
闘
勝
利
、
非
正
規
労

働
者
の
正
社
員
化
、
均
等
待
遇
、
ベ

ア
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
集

会
を
開
き
、
８
時
か
ら
９
時
ま
で
の

１
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
ま

し
た
。 

 

一
人
で
も
毅
然
と
ス
ト 

 

３
・
１
９
ス
ト
ラ
イ
キ
は
全
国
２

６
の
郵
便
局
で
た
た
か
わ
れ
、
若
松

郵
便
局
で
は
１
人
の
組
合
員
が
毅

雨
上
が
り 

 
 

３
月
初
め
に
風
邪
を
ひ
い
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
約
１
０
日

位
、
咳
・
く
し
ゃ
み
が
止
ま
ら
な
い

状
態
が
続
き
ま
し
た
。 

病
院
か
ら
は
何
か
し
ら
の
ア
レ

ル
ギ
ー
が
原
因
だ
ろ
う
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
原
因
は
？…

花
粉
症
、

も
し
く
は
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
か
、
は
た

ま
た
Ｐ
Ｍ
２
・
５
か
？ 

ア
レ
ル
ギ
ー
を
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
で
調
べ
て
み
ま
す
と…

免
疫
反

応
が
、
特
定
の
抗
原
に
対
し
て
過
剰

に
起
こ
る
こ
と
を
い
う
。
免
疫
反
応

は
、
外
来
の
異
物
（
抗
原
）
を
排
除

す
る
た
め
に
働
く
、
生
体
に
と
っ
て

不
可
欠
な
生
理
機
能
で
あ
る…

だ

そ
う
で
す
。 

組
合
運
動
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
る
と
、
労
働
法
等
の
理
解
が
浅
い

経
営
者
に
と
っ
て
組
合
活
動
す
る

組
合
員
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
あ
た
る

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
企
業
に
と
っ
て

従
業
員
は
企
業
活
動
す
る
上
で
の

経
営
資
源
の
一
つ
な
の
で
、
現
代
に

お
い
て
い
か
に
良
い
労
使
関
係
を

築
い
て
い
く
か
だ
と
思
う
。（
当
然

良
い
関
係
を
作
る
べ
く
活
動
さ
れ

て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が…

） 

し
か
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
大
幅

な
金
融
緩
和
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題

で
景
気
が
上
昇
す
る
の
か
？ 

更
に
は
環
境
破
壊
に
よ
る
世
界

的
な
異
常
気
象
に
よ
る
穀
物
不
作

や
地
震
等
の
災
害
、
ま
た
北
朝
鮮
の

動
向
な
ど
で
世
界
情
勢
が
ど
う
動

く
の
か
？
ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透

明
な
状
況
が
続
い
て
い
き
ま
す
。 

メ
ー
デ
ー
準
備
急
ピ
ッ
チ 

第
３
回
実
行
委
員
会
開
か
る 

４
月
１
２
日
（
金
）
１
８
時
３
０

分 

小
倉
北
区
生
涯
学
習
総
合
セ

ン
タ
ー
１
階
会
議
室
で
、
第
８
４
回

北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
第
３
回
実

行
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

メ
ー
デ
ー
実
行
員
会
に
は
、
北
九

州
市
職
労
、
健
和
会
労
組
、
福
建
労
、

建
交
労
、
北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
、

国
公
、
母
親
連
絡
会
、
Ｆ
コ
ー
プ
生

協
労
組
、
北
九
州
地
区
労
連
、
北
九

州
う
た
ご
え
協
議
会
、
国
労
、
年
金

者
組
合
、
学
嘱
労
、
北
九
州
市
教
労
、

北
九
州
市
民
の
会
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
安

川
、
門
司
小
倉
支
部
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
支

部
、
日
本
共
産
党
な
ど
な
ど
３
０
人

近
く
参
加
し
ま
し
た
。 

◆ 

本
祭
典 

日
時 

５
月
１
日
（
水
）
１
０
時 

 

場
所 

小
倉
城
天
守
閣
横
広
場 

 

■ 

事
前
集
会 

八
幡
・
戸
畑
・
若
松
地
区
は 

 

金
田
公
園 

９
時
集
合 

門
司
・
小
倉
地
区
は 

 
 

 
 

堺
町
公
園 

９
時
集
合 

 

■ 

９
時
２
０
分 

デ
モ
行
進
出
発 

若松郵便局前でのスト支援集会 若松郵便局前でのスト支援集会 

第３回実行委員会風景 

小倉駅前広場で署名行動 健和会労組 組合員 

http://www.geocities.jp/k_roren/
mailto:k_roren@ybb.ne.jp
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２０１３年 

4月２０日 

発行 

第７８号 

く
だ
け
で
対
処
で
き
な
く
な
っ

た
と
指
摘
。
生
命
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
対
立
を
招
か
な
い

「
愛
」
の
あ
る
対
話
を
重
ね
て
い

く
べ
き
と
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
原
発
、

雇
用
、
憲
法
、
労
働
問
題
に
つ
け

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
原
発
事
故

避
難
者
支
援
を
芝
野
彰
子
さ
ん
、

建
設
現
場
で
働
く
労
働
実
態
を

福
建
労
佐
々
木
貴
智
さ
ん
、
憲
法

改
定
問
題
で
後
藤
富
和
弁
護
士

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
憲
法
が
す
べ

て
の
根
幹
に
あ
り
、
守
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
。
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
実
態
。
建
設
業
界
の

人
権
無
視
と
も
言
う
べ
き
過
酷

な
労
働
環
境
に
驚
き
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
危
険
性
を
再
認
識
」
「
自
民

党
が
と
ん
で
も
な
い
改
悪
を
行

お
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
怒
り

を
感
じ
ま
し
た
」
「
憲
法
改
正
の

話
は
焦
眉
の
問
題
と
し
て
曖
昧

に
は
出
来
ま
せ
ん
。
夏
の
選
挙
で

も
憲
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
福
岡
の
中
心
で
未
来
を
さ
け

ぶ 

憲
法
・
雇
用
・
子
育
て
・
原

発
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
」
が

３
月
２
０
日
福
岡
市
都
久
志
会

館
で
開
か
れ
、
北
九
州
地
区
労
連

か
ら
は
、
中
山
議
長
、
小
田
事
務

局
次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
体

で
５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
で
、

会
場
は
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
で

し
た
。 

小
説
「
世
界
の
中
心
で
愛
を
さ

け
ぶ
」
の
著
者
、
片
山
恭
一
さ
ん

が
「
ぼ
く
た
ち
は
何
を
守
ろ
う
と

し
て
い
る
の
か
～
ウ
イ
ル
ス
、
テ

ロ
、
放
射
能
」
と
題
し
て
講
演
。 

片
山
さ
ん
は
講
演
で
、
ウ
イ
ル

ス
や
テ
ロ
、
原
発
な
ど
、
目
に
見

え
な
い
危
険
が
普
遍
的
に
生
活

の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
し
、
軍

事
力
な
ど
で
押
さ
え
込
む
や
り

方
で
は
、
よ
り
深
刻
な
事
態
を
招

安
倍
政
権
再
登
場
と
憲
法
の
危
機
・
記
念
講
演 

森 

秀
樹
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授 

憲
法
改
悪
反
対
北
九
州
共
同
セ
ン
タ
ー
第
６
回
総
会 

開
く 

３
月
２
０
日
、
戸
畑
区
の
ウ
ェ
ル

と
ば
た
で
、
憲
法
改
悪
反
対
北
九
州

共
同
セ
ン
タ
ー
第
６
回
総
会
が
ひ

ら
か
れ
ま
し
た
。
総
会
は
前
田
憲
徳

弁
護
士
の
挨
拶
の
あ
と
、
江
口
運
営

委
員
が
２
０
１
２
年
の
活
動
報
告
、

２
０
１
３
年
運
動
方
針
（
案
）
、
役

員
選
出
な
ど
の
議
案
を
提
案
し
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た 

 

前
田
憲
徳
氏
（
自
由
法
曹
団
）
小

田
恭
司
氏
（
北
九
州
地
区
労
連
）
江

口
佳
郎
氏
（
福
岡
県
平
和
委
員
会
）

大
内
百
合
子
氏
（
新
日
本
婦
人
の

会
）
須
崎
和
幸
氏
（
革
新
懇
）
合
田

充
氏
（
民
主
商
工
会
）
青
木
信
恭
氏

（
日
本
共
産
党
）
野
瀬
秀
洋
氏
（
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
）
富
崎
豊
和
氏
（
事
務

局
員
） 

森
教
授
の
憲
法
講
演 

自
民
党
の
改
憲
草
案
を
批
判 

 

総
会
終
了
後
の
記
念
講
演
で
は
、

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、
森
秀
樹
氏

が
「
安
倍
政
権
再
登
場
と
憲
法
の
危

機
」
と
題
し
て
２
時
間
に
わ
た
り
、

熱
く
今
の
憲
法
を
め
ぐ
る
情
勢
に

つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

森
英
樹
さ
ん
は
、
憲
法
９
条
を
改

憲
し
、
国
防
軍
を
持
と
う
と
す
る
自

民
党
の
改
憲
草
案
を
分
析
し
、
反
対

運
動
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
近
代
憲
法
の
建
前
（
人
権
保
障

が
核
心
、
権
力
を
縛
る
）
の
意
識
的

無
視
、
近
代
憲
法
の
原
則
の
放
棄
を

指
摘
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
安
倍
改

憲
路
線
の
矛
盾
も
見
る
こ
と
を
勧

め
ま
す
。
押
し
付
け
憲
法
観
、
戦
略

戦
争
美
化
・
戦
犯
否
定
路
線
は
、
逆

に
包
囲
さ
れ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
森
英
樹
さ
ん
は
「
９
条

の
精
神
は
、
”
も
め
ご
と
を
暴
力
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
な
。
”
こ
の
崇

高
な
理
想
を
大
事
に
し
よ
う
」
と
結

び
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
の
感
想 

 

終
了
後
に
は
、
参
加
者
か
ら
た

く
さ
ん
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

＊
９
条
改
憲
す
る
た
め
に
９
６

条
を
改
憲
し
よ
う
と
す
る
今
の

政
権
に
対
し
、
９
６
条
を
絶
対
に

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
特
に
、
自
・
公
・
民

と
維
新
が
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
は
出

来
る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
こ
の
憲
法
を
守
れ
る
か
ど
う

か
は
、
私
た
ち
の
今
後
の
た
た
か

い
方
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。 

 

＊
「
安
倍
政
権
の
再
登
場
と
憲
法

の
危
機
」
が
詳
細
、
明
快
に
判
り

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
講
演
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

＊
９
条
改
悪
が
表
面
に
出
て
い

る
が
、
ま
さ
に
９
６
条
以
下
の
改

正
が
大
問
題
と
い
う
事
の
説
明

が
明
快
だ
っ
た
。
日
本
国
憲
法
の

名
あ
て
人
は
だ
れ
か
？
近
代
憲

法
と
は
何
か
等
等
、
多
く
の
人
に

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。 

 

会場いっぱいの参加者 

記念講演で熱弁をふるう、森秀樹名誉教授 

役員を代表してあいさつする前田憲徳弁護士 


